
　プラスチックは加工しやすく、私たちの生活には欠かす
ことのできない便利な素材です。一方で、プラスチックご
みによる海洋汚染や、焼却時のCO₂発生などの深刻な問
題も発生しています。
　６年４月から、区内一部地域（千住、新田、小台・宮城地

域）でプラスチック分別回収をモデル実施しており、検証
の結果、ごみ減量やCO₂削減効果が確認されました。そ
のため、８年４月から区内全域でプラスチック分別回収を
開始します。

資源・ごみの収集回数や収集曜日が変更になります
 問先 足立清掃事務所　☎３８５３-２１４１

くわしくは裏面へ

プラスチック分別回収特集号

来年（令和8年4月）から区内全域で
プラスチックの分別回収を開始
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回収したプラスチックの選別作業の様子
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収集回数

燃やすごみ 週 ３ 回                     週 ２ 回週 ２ 回

令和８年４月から現在

燃やさないごみ 月 ２ 回 月 ２ 回月 ２ 回

プラスチック

資源 週 １ 回 週 １ 回週 １ 回

           週 １ 回           週 １ 回

資源・ごみの収集回数や
収集曜日が変更になります

回収するプラスチック回収するプラスチックと出す際出す際の注意注意

燃やすごみ収集日（週３回）のうち、１回がプラスチック回収日になります。
それに伴い、燃やすごみ、燃やさないごみ、資源（古紙、びん・缶、ペットボト
ル）の収集曜日が変更になります。

区民の皆さまにはご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

区内全域での
プラスチック分別回収開始日

NEW

変 更88年年44月月11日日㈬㈬

モデル実施（千住、新田、小台・宮城地域）の効果（6年4月～12月の9カ月間）

排出
（区民）1

軽く「すすぐ」または「拭き取り」、
中⾝の⾒える袋にまとめる

回収
（収集運搬事業者）2

週１回、集積所で回収する

資源化
（中間処理事業者）3

汚れのひどいプラスチックや、
電池などの異物を取り除き、
圧縮・梱包し、保管する

再商品化
（再商品化事業者）4

容器包装リサイクル法に
基づき、⼊札、再商品化を実施

プラスチックごみを
出す際の注意点     の表示がされているカップやパック、ト

レイ、ボトルなどの容器や包装
すべてプラスチックでできている、文房具
やハンガー、歯ブラシ、CD、おもちゃなど
の製品

プラスチック製容器包装 プラスチック製品

プラスチック分別回収の流れ

プラスチック
回収量

872.3ｔ
杉の木約８２，９００本分の吸収量

杉の木換算
年間吸収量 ： 平均１４㎏／本

ＣＯ２ 削減量

1,160.3ｔ
※プラスチックリサイクル量1ｔあたり

CO2削減量1.47ｔで算出

汚れた汚れた
プラスチックプラスチック
などなど

リサイクルリサイクル
約90％

を

789.3ｔ789.3ｔ

地域別の収集曜日は決まりしだい（夏ごろ）、あだち広報や区のホームページなどでお知らせします

■中身の見えるごみ袋にまとめ、口を結ん
で出してください。

■プラスチック以外の固形物（食品など）が
残らない程度に、「水で軽くすすぐ」「拭き
取る」「払い落す」などにご協力ください。

　※洗剤を使って洗う必要はありません。
　※汚れが落ちないものは、これまで通り
　　 燃やすごみ で出してください。

■プラスチック以外のもの（金属など）がつ
いている製品（電卓、カミソリ、洗濯ばさ
みなど）は、回収できません。これまで通
り、燃やすごみ、燃やさないごみ、粗大ご
みとして出してください。

2025年（令和7年）3月31日（第1950号）


